
 
 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ホームページ】http://akihaku-dai1.city-niigata,ed.jp 

令和７年１２月２２日 
新潟市立新津第一幼稚園 

第１１号 

 

も み じ 
～12 月 19 日、霜柱発見～ 

 

１２月１８日、クリスマスたのしみ会が行われました。 

会は、全園児が１本ずつ蝋燭に火を灯して、しずしずと歩くキャンドルサー

ビスから始まりました。薄暗い遊戯室に置かれた７５周年の時に飾った園舎つ

きの大きなケーキに、人数分の蝋燭の明かりが静かに浮かび上がりました。飾

りの園舎は年長児が作成したもので、この中に蝋燭が置かれたので、まるで電

気がついている夜の幼稚園のようでした。そして、本物の園舎と同じように正

面玄関には時計と園章が飾られ、テラスはフェンス（紙棒）で囲われていま

す。もちろんここには、全園児が「すきまちゃん（年長児が１年生との交流時

に作り方を教えてもらった人形）」に変身して遊んでいます。 

さて、クリスマスたのしみ会では、学年ごとに歌を披露し、みんなで♪ジン

グルベル♫を踊った後に、どこからか鈴の音が聞こえてきました。子どもたち

は互いに顔を見合わせています。  

「もしかして、サンタさん？？？」 

 カーテンを開け、空を見上げて「サンタさ～ん、どこ？」。年長組と年中組

は一目散に遊戯室から駆け出していきました。つられて年少組さんも保育室

へ。何が起こっているのか分からないけれど何かありそうだと駆け回っていま

した。すると保育室に飾った子どもたちが心を込めて作ったバックの中に、リ

ボンつきのプレゼントが入っていたのです。子どもたちは大喜びです。 

この日は雪もなくまぶしいくらいの快晴！みんなで空に向かって「サンタさ

～ん、ありがとう。」「あっ、雲の向こうにサンタさんがいるよ。」としばら

く空を仰ぎながら思い思いのおしゃべりを楽しむ子どもたちでした。 

見えないものを信じる子どもたちの純真な姿が愛おしかったです。 

 

明日から冬休みです。２学期の子どもたちは、様々な経験をしてきました。

年少組「ありのままの自分を表しながら、安心して自分のやりたい遊びをする

子ども」 年中組「のびのびと自分らしさを発揮し、友達といっしょに遊ぶ楽

しさを味わう子ども」 年長組「友達と思いを出し合い、力を合わせて遊ぶ達

成感を味わう子ども」と新津第一幼稚園が目指す子ども像へ成長しつつありま

した。 

いつも教育活動にご理解とご協力をいただきこころより感謝申し上げます。

どうぞ、健康に留意されよい新年をお迎えください。 

年長児が作った幼稚園の園舎 

「サンタさ～ん、ありがとう。」 
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かわいいクッキー「いただきます」 

（バザーの収益金で購入）  

見えないものを信じる心

２階にサンタさんがいるかもしれない！ 

一幼のシンボル 白いエプロン 


